
J A P A N  H Y D R O G R A P H I C  A S S O C I A T I O N ( J H A )

BOOTH No.

D-17一般財団法人 日本水路協会
http://www.jha.or.jp/shop/

T u r t l e  M a r i n e  I n c .

BOOTH No.

D-13有限会社 タートルマリン
http://www.turtle-marine.com

T O K Y O  S O K K I  C O . , L T D .

BOOTH No.

B-34東京測器株式会社
http://www.tosoku.co.jp/

タートルマリンは世界の優れ
たマリンアイテムを輸入・販売
しています。マリン発電機、ス
ラスター、各種ポンプ類、マリ
ンエアコンなど取扱い品目は
多岐にわたります。
ボートショーにおいてはター

トルマリンで人気のある
KOHLER社製のマリン発電機
をはじめ、SIDE-POWER社製
のスラスター、タートルマリン
オリジナルブランドである
AQUA-TECHNOのマリンエアコン、新世代のチーク調床材である
Nuteak社製の床材などを展示いたします。当社エンジニアも期間中、常
駐いたしますのでお問い合せやご質問などにもお答えいたします。
また、タートルマリンのホームページにおいても取扱商品の閲覧、お問

い合せが可能となっております。
ボートショー期間中の皆さまのご来場を心よりお待ちしております。
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海上での大きな揺れを吸収し、12倍の高倍率でも目標を的確にとら
えるフジノン防振双眼鏡「TS1232」を特価販売します。もちろん14
倍の上位機種「TS1440」やマ
リンレジャー向け双眼鏡を多
種ご用意しております。
その他、安全・安心を
テーマに各種ナイ
トビジョンや
HIDライトなど
も展示即売。是
非お立ち寄り
いただき新しい
世界を体感して
ください。
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T E C N O M A R E  I N T E R N A T I O N A L  C O . ,  L T D .

BOOTH No.

D-16テクノマーレインターナショナル株式会社
http://www.tecnomare-yachts.co.jp/

テクノマーレインターナショナルのこ
ちらのコーナーでは、マリンウェア＆ハ
ードウェアをはじめとし、弊社で入念に
セレクトしました品々を取り揃えており
ます。
マリンウェアコーナーでは、会場で初

お披露目となるイタリアのマリンウェア
ブランド「Il Moro di Venezia/イル・
モーロ・ディ・ベネツィア」や、フィッ
シングウェア、フィッシングリールなど
をボートショー期間限定にて店頭販売い
たします。
ハードウェアコーナーでは、丈夫さに定

評のあるマーセ発電機をはじめとする舶
用機器の展示・ご紹介を行っております。

平成16年11月1日、小型船舶安全規則が改正され「沿岸小型船舶水
域」を航行する小型船舶は、海上保安庁刊行の「海図」もしくは（財）日本
水路協会発行の「ヨット・モータボート用参考図（Yチャート）」や「プレジ
ャーボート・小型船用港湾案内（Sガイド）」を備えることになりました。
さらに平成22年7月1日より「航海用電子参考図（new pec）」も指定を
受けました。Yチャートはヨット・モータボートの航海安全に必要な情報
を満載したもので、また、Sガイドは小型船が利用する全国の小港湾の図
集です。そして new pec はパソ
コン上に新たな海・陸情報を
満載し操作性も追求しま
した。海図、Yチャート、
Sガイド、new pec、
海底地形図、その他
デジタルデータなど
を展示・販売しており
ます。ぜひ日本水路
協会ブースにお立ち
寄りください。

マリンウェア＆
ハードウェアコーナー

「目標物」は揺らさない! 
防振双眼鏡“TS1232”

T O H A T S U  C O R P O R A T I O N

BOOTH No.

C-19トーハツ株式会社
http://www.tohatsu.co.jp/

今年はトーハツ設立80周年!! 歴史の重みと
積み上げた伝統と共に、気持ちも新たに次のス
テップを踏み出します。ブース内には、創業か
らの歴史を振り返るコーナーを設け、当時を知
る人にもそうでない人にも、より一層トーハツ
の魅力を感じて頂けるようなブースを展開させ
て頂きます。
昨年フルモデルチェンジし、操作性の高いフ

ロントシフト化を果たしたMFS5/6Cを始め、
低圧筒内直接噴射方式を採用し高次元の環境性

ぜひ、80年の伝統を誇るトーハツブースへお
気軽に足をお運びください！皆様の御来場を心
よりお待ちしております。

能を手にしたTLDI直噴シリーズはフルライン
ナップでの展示を行います。
また、免許不要小型ボート対応の4ストロー

ク2馬力を始め、世界初となるバッテリーを必
要としない電子制御燃料噴射装置を
採用した4ストローク25/30馬力などを展示
致します。
舟艇部門には、キャビン付モデルのフラッグ

シップであるTF-250SCと、レジャー向け和船
のフラッグシップであるTFW-25Bの二艇を出
展致します。ロングセラーモデルのTF -
250SCは、伝統の詰まった熟成された艇体に、
艤装を考慮してあえてシンプルさを徹底するこ
とで、お客様の使い勝手にフレキシブルに対応
します。トーハツ和船最大の25ftコンソール付
モデルであるTFW-25Bは、モデルチェンジし
たMD90C2とのセットでマイナーチェンジと
なり、更なる戦闘力アップを狙っております。

N A G O Y A  T O Y O P E T  C O R P O R A T I O N

BOOTH No.

D-56名古屋トヨペット株式会社 マリン事業部
http://www.ntp.co.jp/marina/

2013年、春、中部国際空港サイドに空から海
へアクセスができる新マリーナがオープンします。
小型艇から70ftクラスの大型艇保管にも対応

し、伊勢湾・三河湾はもちろんのこと、伊勢志摩
や御前崎・潮岬へのクルージングにも絶好のポ
ジションを誇る、中部エリア最大クラスのマリー
ナです。
車では、名古屋中心部より約40分。中部国際

空港セントレアからは、りんくうIC（知多半島道
路・中部国際空港連絡道路）を降りて約3分。電
車利用でも名鉄線りんくう常滑駅より徒歩で3分
程の至近の立地条件です。
マリーナ施設も60トンに対応したホイスト（揚

降施設）や70ftクラスの大型艇が収容可能な修
理工場などを完備しています。

2013年、春。中部エリアに
新たなマリーナ誕生。

けでなく、全国にお住まいの皆様にも十分ご利
用いただけると思っております。是非名古屋トヨ
ペットブースで、中部地区の新しいマリーナの魅
力を体感してください。

名古屋トヨペット（株）はボートショーでこのマ
リーナの魅力を、パネル展示やジオラマの展示
等で詳しく説明していく予定です。セントレアに
隣接するマリーナですので、中部エリアの方だ

N I S S A N  M A R I N E  C O . , L T D .

Yokohama
Bayside
Marina

BOOTH No.

D-62日産マリーン株式会社
http://www.nissan-marine.co.jp

展示しています。N34Convertibleは日産マリ
ーン伝統のトンネル型プロペラ周辺構造を採用
することで、大型フライングブリッジ艇ながら重
心を低くし、抵抗の少ないNAFS船型と共に優
れた安定性と乗り心地を実現しています。室内
は高品質で落ち着いた木工内装が施され、海に
囲まれた優雅な時間をゆっくり楽しめます。
日産マリーンブースでは、皆様のご来場をお待

ちしています。

日産マリーンからは室内展示4隻と屋外
（YBM）展示としてN34Convertibleの計5隻を
出展。室内展示は、新型サンキャット26Ⅱと姉
妹艇のサンキャット22に加え、新型ウイングフィ
ッシャー23EXⅢ、昨年発表し、2011年度ボー
トオブザイヤー国産中型艇部門賞に輝いたウイ
ングフィッシャー27を出展しています。
新型サンキャット26Ⅱは初代サンキャット26

を更に進化させたもので、圧倒的な安定性など
カタマラン艇ならではの優れた基本性能はその
ままに外観デザインを一部変更し、キャビン内
のレイアウトは対面シート型を基本に、いくつも
のパターンに対応できるようになりました。ま
た、ご要望の多かったルーフハッチも追加して、
立ち姿勢での操船もやり易くしています。その
他、使い勝手と安全性向上のための多くの工夫
が加えられ、より完成度の高いサンキャットとな
っています。
新型ウイングフィッシャー23EXⅢは外観デザ

インの変更に加え、大型フロアーロッカーの追
加、アフトデッキリモコンが一体で取り付けられ
るキャビンドアー、船首でのキャスティングがしや
すい大型パルピットなどを新たに装備し、より本
格的な釣りを快適に楽しめるボートとしました。
屋外展示場（YBM）には、日産マリーンが誇る

本格オフショアクルーザーN34Convertibleを

T O Y O T A  M O T O R  C O R P O R A T I O N

Yokohama
Bayside
Marina

BOOTH No.

B-45トヨタ自動車株式会社
http://www.toyota.co.jp/marine/

トヨタマリンは、昨年秋に販売開始した大好
評のプレミアムクルーザー「PONAM-35」、トヨ
タマリンのトップセラー「PONAM-28Ⅲ」、及
び、改良を加え新たな装いになった｢PONAM-
28L｣を出展します。更には、トヨタポーナムの
最大の特徴であるアルミハルを中心にした技術

展示を行います。

●PONAM-35：横浜ベイサイドマリーナ
海上展示

フィッシングや快適なクルージング、居心地良く滞在
もできるトヨタマリンの新時代を切り開く新艇。ア
ルミハルの剛性を上げ、衝撃や振動の吸収力を向上

させたほか、トヨタの新V8エンジンを搭載し、世界
トップクラスの室内静粛性・低エミッションを実現。
カーデザインの先進的なノウハウを取り入れた特徴
的なガンネルラインとFBが際立つ美しい外観。ホワ
イトとブラックのコントラストを基調に、深いブルー
をアクセントに加えることで、新しい高級感を醸成
した内装。トヨタドライブアシスト（ジョイスティッ
ク操船）、オートフラップ（姿勢自動制御機能）を標準
装備し、簡単な離着岸や快適で安全なクルージング
を楽しむ事が出来る高級艇となっています。

●PONAM-28Ⅲ：パシフィコ横浜　屋内展示
97年の販売開始以来、300艇以上を販売しているト
ヨタマリン28シリーズの代表艇です。

●PONAM-28L：パシフィコ横浜　屋内展示
2008年初代ボートオブザイヤーを獲得したウォー
クアラウンド艇。今回、内外装を改良し、より魅力あ
るラグジュアリーな釣り船として蘇りました。

●技術展示：パシフィコ横浜　室内展示
28シリーズのアルミハル、新V8エンジン、エアコ
ンなどトヨタマリンならではの自動車技術を活用し
た製品や技術を紹介します。

NTPマリーナりんくう（仮称）完成予想図
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